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マグロ延繍漁具の構造による漁獲性能に

関する研究（第五報）

延縄漁具における釣鈎の深度別漁獲の相異について

盛田友二ｔ

StudiesontheCatchEfficencyDerivedfromthe
DifferenceintheConstructionofTuna

Long-LineGear（１）
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TomokazuMoRITA

１．緒言

マグロ延縄漁具は浮延総漁具であって，その構造は目的魚及び漁業者の経験的な考えにより，
夫を多少その内容を異にしているようであるが,Fig.１のような幹細,枝縄,釣鈎,浮総の基本的
な構造についてはほとんど変りないのである.そのマグロ延縄の海中における形状はchemical

tubeによる基礎的な実験(1)の結果において，略々catenary形状をなしておりｊこれに装着
した釣鈎は自から夫ﾉﾐ『その深度を異にしている．叉操業試験の結果によれば，釣鈎の深度によ
ってその漁獲率が相当異なっているようである．（Table１.ａ,ｂ,c）現在釣鈎の深度別漁獲差
をそのまへ源泳層の推定資料･となしているようである．

しかして本稿では多くの調査機関の資料に基づき，マグロ延縄漁具における釣鈎の深度別漁

獲差について，その有意性を統計的に吟味し(2)，叉その要因の考究を進め，更にこれを淋泳層
推定の資料となす場合の妥当性について検討を試ゑたのである．

２．釣鈎別漁獲率とその深度

マグロ延縄漁具の釣鈎別漁獲率と釣鈎深度に関する資料を蒐集し，漁場ごとに整理して
Table1.ａ，ｂ,ｃのように示した．

このTableの釣鈎深度はcatenaryの計一一一一一

算(3)あるいはchemicaltubeの装着実験

によるものであり，前者は極めて平均的な

深度を示し，後者はchemicaltubeが装

着された一部の釣釣深度によって表示され

ている．しかしいずれによっても釣鈎深度

の概略を推定することは出来ると思う．

釣鈎５本附延縄漁具は一般に最も広く使
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long-lineinsea-water、

５本の枝縄を結着した構造のものであって，
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この構造による漁具の釣釣別漁獲率を調べIndianOceaninJanuaryl956．
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このTableにおいて，級間及び群間の夫々の差異について有意性を調べるのに,この資料に

関して分散分析を行って承た．その計算の結果はTable3のようである．
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Table３．Calculationofvarianceratio．

3２

た結果はTable1.ａである．しかしてこの延縄の海水中のcatenary形状において,釣釣の①と

⑤,②と④は夫々対象的な位置にあり，計算上同深度(3)を示すことになる．又これらの釣鈎ご

との漁獲率もTablel.ａのように互に略々類似している．故に夫々の組を一諸にし釣鈎の深度

別漁況として報告しているところもある．

釣釣４，６本附延縄漁具による調査は極めて少なく，この漁具による資料はTable１．ｂ，ｃの

ようである．これらの漁具の釣鈎はそのcatenary形状において,すべて対象的な配置となるの

で，同深の２本の釣を一諸にして，釣鈎の深度別漁況を示している資料･がほとんどである．こ

れらの資料によれば,漁場ごとの釣鈎深度に差があるしこか上わらず,釣釣別の漁獲率は一応いず

れの漁場においても，釣鈎が深くなるに従って高率となっているようである．この点に関し

て，統計的に次のように検討を試みたのである．

３．釣鈎別漁獲の相異

釣鈎５本附延細漁具の資料によって，マグロ類の漁獲が漁場別に，叉釣鈎の深度別に有意の

差異が認められるかについて検討を試ふたのである．

Ｔａｂｌｅｌにおいて，漁場別資料をＡ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅ,Ｆの６群とし，叉釣鈎の①と⑤，②と④

は夫々同深であり，同一条件のもとにあると考え，夫々の資料を同級に扱い，釣鈎深度の上，

中，下層別資料をＸ,Ｙ,Ｚの３級とする．しかして釣鈎①と⑤,②と④の資料は統計的な計

算をする場合なるべく任意性を持たすため，各群交互に資料を採用したのである．これを整理

するとTable2のようになる．

Table２．Ｃａｔｃｈｒａｔｅｓｏｆｔｕｎａｂｙｇｒｏｕｐａｎｄclass．

〃－１
"－１Ｚ(蝿一元)２

Group＊＊
Class＊ Total

鵬
一
似

ＣＡ Ｂ ， ＦＥ

ｚ(蛾一元)２

Ｘ（①，⑤）

Ｙ（②，④）

Ｚ（③）

1.87

4.04

3.73

1.26

2.39

3.30

1.39

3.70

5.57

2.57

2.97

3.95
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10.661９．６４１６．９５１９．４９１１８．８２１２２．１７１77.78Total

46.138

61.268

18.513

125.919

Class

Group

Error

1７

Ｒｅｍａｒｋ

23.069

12.254

1.090

Total

Degreeof
freedom

Variance

ratio

21.164(=Fii）

11.242(=FfI,）

Factor
勺

VarianceSumSquare
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即ち級の分散比硝＝21.164＞7.56（１％一〃＝2）

群の分散比Ffb＝11.242＞5.64（１％一〃＝5）

となる．故に級間及び群間の各々の差異は非常に有意である．即ち漁場別にも，釣釣の深度別

にもその漁獲率の差異は非常に有意であるのである．

しかして漁場別による漁獲率の差の有意性には生物学的にあるいは非生物学的に極めて種々

複雑な環境要因が考えられるが，本稿の論ずるところでなく，こへでは釣鈎の深度別漁獲差に

ついて更に検討を進めるのである．た壁以上の計算結果においては，マグロ類の漁獲率は夫々

の漁場別によりほとんど（99％）相異しているという状態において，なお各漁場の釣鈎深度別

によってもほとんど常時（99％）相異するものであると考えられるのである．

前記のように釣鈎の深度別漁獲差は非常に有意であるが，各釣鈎の深度間の漁獲差が何ほど

であるかについて,Table2のＸとＹ,ＹとＺの各間の差の有意性及びその母集団の平均値の範

囲を検討してみた．先づＸとＹ，ＹとＺの各差及びその標準偏差を計算するとTable4のよう

になる．

Table４．Differenceofcatchratesbetweentheclassesof

Table2andthestandarddeviation．

－－|△’。’｡’⑩’．’『｜M…
４１，(Ｙ－Ｘ）

4Q(Ｚ－Ｙ） 鍔|_識
1.13

0.99

0.40

0.98

4.17

1.90

4.77

3.07

2.52

1.58

Standard

deviation

1.693

1.155

このTableにおいて，各差４１，，４Ｑの＃量*を計算:すると

22,＝3.646＞2.571（５％一〃＝５）

ｆＱ＝3.352＞2.571（５％一〃＝５）

となり，いずれも有意の差のあることが認められる．しかるときその差の母集団平均”*＊を

算出すると

”２，＝２．５２士1.78（５％一〃＝５）

”Ｑ＝１．５８士１．２１（５％－〃＝５）

となる．即ち９５％の信頼限界において，ＹとＸ及びＺとＹの各差の平均値の範囲は夫,々０．７８

～4.34及び0.37～2.79となって，釣鈎が深くなるに従って好漁獲率を示している．

即ちこのような釣獲現象はほとんどいずれの漁場においても起るのであろうと考えられる．

４．釣鈎別の摂餌反応

前項のように釣鈎の深度別漁獲率が各漁場ごとにほとんど必然的に相異するものとすれば，

この要因を直ちにマグロ類の溝泳層によるものであると考え，これをその推定資料とすること

はいささか妥当性を欠くように思われる.叉若しこのように考えるとするならば,その場合は深

度別の釣鈎がマグロ類の摂餌反応に関して,同一条件のもとにあるべきである．しかるにマグロ

延縄漁具は海水中において常にFig.１のようなcatenary形状をなすものと考えられ,幹縄に

＊メー
Ｓ

匠一刺

ゾ両＊柵=赴烏‘
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結着された枝縄及び釣鈎は自からFig.１のような配置になり,その摂餌反応について必ずしも

同一条件にあると思われない.即ちFig.１において,最下位の釣釣③は最も障碍の少ない位置

にあり，中間位の釣鈎②,④はそれ自体が結着されている幹細が夫々障碍となっている．叉最上

位の釣鈎①,⑤は②,④の場合のような障碍の外に，その細鉢の前後に隣接している他の細鉢の

⑤',①'の釣鈎及びその枝縄,幹縄が極めて接近しており，夫々互に障碍となっているものと考え

られる.即ちこの釣鈎の深度別障碍度が当然マグロ類の摂餌反応に影響し,その反応は③の釣鈎

に最も多く，次で②,④の釣鈎であり,①,⑤の釣鈎が最も少なくなるものと考えられる．なお延

縄漁具の海水中におけるcatenary形状は極めて必然的なものであれば，これが影響して起る

であろうと思われるマグロ類の釣鈎別摂餌反応の多少も必然的なものであると考えられる．故

に前項のように統計的にほとんど必然的であると考える釣鈎の深度別漁獲の有意性は，その要

因をマグロ類の溝泳層であると考えるよりは，むしろ釣釣別摂餌反応の差異であると考える方

が妥当であるように思われるのである．しかしこの点については，なお今後の多くの繰業実験

の結果によって結論さるべきであろう．

５．要約

マグロ延縄漁具は海水中において実験の結果,catenary形状をなすものと考えられている．

しかしてこの漁具の幹綱に結着されている釣鈎は自から深度を異にする．叉多くの操業試験の

結果について統計的に検討すると各漁場の釣鈎深度の如何にかムわらず，夫々の漁場は殆どす

べて釣鈎が深くなるに従って好漁獲率を示しているようである．

しかして前記のように延縄漁具は海水中でcatenary形状をなすので,その各釣鈎はマグロの

摂餌反応に対して深度別に同一環境になく,釣鈎ごとの漁獲は,その各釣鈎が同一条件のもとに

おかれて操業された結果によるものでないと考えられる．故にこの点を無視して，その釣鈎の

深度別漁獲差の要因をマグロの瀞泳層であると考え，直ちにその推定資料となすことは妥当で

ないように考える.即ち延縄漁具の釣鈎の配置は夫々マグロ類の摂餌反応に影響し，その反応

は最下位の釣鈎に最も多く,孜に中間位,最上位の順に少なくなるものと考えられる．叉漁場に

おける多くの調査資料による統計的な検討において，釣鈎別の漁獲はいずれの漁場でもほとん

どその釣釣が深くなるに従って好漁となっており，前記の釣釣の深度別摂餌反応の変動と同様

な傾向が承られる．即ちこれが釣鈎の深度別漁獲差の要因となると考えるのが妥当であろう．

しかしこの点については，なお今後の調査研究にまつべきであろうと考える．

終りに臨承，本研究をなすに当り多大の御教示を賜わった藤田助教授並に資料･の整理に御協

力下さった1時元，今井両君に深く感謝の意を表する．
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Ｒ６ｓｕｍも

Ａｓｔｏｔｈｅｔｕｎａｌｏｎｇ･1inegeartwofactswerealreadyclarified,……first，ｔｈａｔ

ｕｎｄｅｒｔｈｅｓｅａｗａｔｅｒｉｔｆｏｒｍｓａｋｉndofcatenary；and，second，ｔｈａｔｔｈｅｓｉｎｋｉｎｇ

ｄｅｇｒｅｅｏｆｅａｃｈｈｏｏｋｉｓｔｏｂｅｉｎｆｌｕｅｎｃｅｄｂｙｔｈｅｓｈｉｆｔｉｎｇｐositionoftheconnecting

pointoftｈｅｈｏｏｋｏｎｔｈｅｍａｉｎｌｉｎｅ・

Bymakingastatisticalresearchoｎｔｈｅｃａｔｃｈｄａｔａｆｒｏｍｓｏｍｅｅｘａｍｉｎａｔｉon

facilities，thefonowingresultswereobtained：

１）Ｉｎｃａｓｅｏｆｕｓｉｎｇｔｈｅｇｅａｒｃｏｎｓｉｓｔｅｄｏｆｔｈｅｓａｍｅｂｕｉｌｄ，thoughthisisaquite

naturalprocess，themoreitssinkingdegreeincreasｅｓｉｎｄｅｐｔｈｔｈｅｍｏｒｅｂｅｃａｍｅ

ｌａｒｇｅｉｔｓcatchrates、

２）Themainfactoroftheabovementionedphenomenonwasconsideredtobe

aｔｔｒｉｂｕｔｅｄｔｏｔｈｅｖａｒｙｉｎｇｄｅｇｒｅｅｏｆｅatingreactioｎｏｆｔｕｎａｔｏｔｈｅｅａｃｈｈｏｏｋｏｆ

ｇｅａｒｒａｔｈerthantothedifferentdensityintheswimmingrayer．

（１）

（２）

(３）
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